
食育 

学習 

単元名「健康すくすくプロジェクト」（学級活動） 

カルシウムパワーを知って「骨
こつ

こつ貯金」にチャレンジ！ 

第４学年 

 

本単元で目指す子供の姿        

 自分の食生活について関心をもち，体をよりよく成長させるために必要な栄養や働きについて理解

し，自ら栄養のバランスを考えて食べようとする子供 

１ 単元のデザイン 
（１）構想 

本単元の目標      

  

関心・意欲・態度 自分の食生活に関心をもち，食事について振り返ったり，見直したりできる。 

思考・判断 成長期に必要な栄養素について考え，食事を通して判断し，実践できる。 

知識・理解 
カルシウムの働きやカルシウムを含んだ食事を摂る必要性を理解し，知識として
身に付けることができる。 

 

単元の力         児童の力           
本単元は，学習指導要領（２）「キ 食育

の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習
慣の形成」，食育の視点「心身の健康」に関
わる内容である。 
 本単元は，成長期を迎える児童が，健康で
よりよく成長するために必要な栄養素を含
んだ食品を摂る必要性を理解した上で，望ま
しい食習慣の形成を図ることをねらいとし
ている。 
 成長期は，体の発育発達の時期であると同
時に，骨格の成長に重要な時期である。そこ
で，骨格の形成に必要なカルシウムに焦点を
当て，自分の食事を振り返らせたり，カルシ
ウムの働きを理解させたりすることで，自分
の食生活に関心をもち，実生活でも栄養バラ
ンスを考えた食事を心がけようとする実践
的な態度を形成できるようにする。 
また，この単元が，第４学年保健学習「育

ちゆく体とわたし」と関連が深いと考え，本
単元を設定した。 

 本学級の児童は，これまでに「元気 100％大作戦」
の学習で，三つの食品群の働きを知り，バランスよく
摂ることが元気な体をつくるということは理解して
いる。理科「動物のからだのつくりと運動」では，人
は骨によって体を支えたり守ったりしていることも
学習して知っている。 
児童アンケートによると「カルシウムという言葉を

知っていますか」という問いに対して 79％の児童が
知っていると答えた。カルシウムの働きについては，
「骨を強くする・骨をつくる」と答えた児童が 64％
であった。また，カルシウムを多く含む食べ物は，「牛
乳」と答えた児童が 54％，「牛乳やヨーグルトなどの
乳製品」を答えた児童が 32％，14％の児童はカルシ
ウムを多く含む食品を知らなかった。カルシウムが摂
りやすい牛乳の苦手な児童も，20％いる。 
一方，おやつは 89％の児童が食べている。良く食

べるおやつの第１位はスナック菓子である。 
このことから，成長期に必要な栄養素であるカルシ

ウムを多く含む食品を知り，その摂り方を通して成長
期の自分の食生活を見直す必要があると考える。 

私が放つ「健康教育３本の矢」        

 

 

・栄養教諭が専門的な知識を知らせることで，「健康でよりよく成長するためにはどんな栄
養素を含んだ食品を食べるのがよいのか」という課題意識をもたせる。また，獲得した
知識と自分の食事の実態を比較することで，自己の課題に気付かせる。 

 
 

・おやつでもカルシウムを摂るようにするために，「はなまるおやつ」を考えさせ，その中
から「スペシャルはなまるおやつ」を選んで，調理させる。 

 
 

・「わたしの健康すくすく宣言」を基に「骨こつ貯金」を実践することで，自分の食生活を
見直し，健康に良い食事の摂り方が実践できるようにさせる。また，「はなまるおやつ新
聞」を発行することで，保護者や全校児童に学びを伝えさせる。更に，１/２成人式に「ス
ペシャルはなまるおやつ」をお家の人にごちそうすることで，実践の継続を図る。 

課題
意識

実践
化



（２）単元の評価規準 

ア 集団活動や生活への 

関心・意欲・態度 

イ 集団の一員としての 

思考・判断・実践 

ウ 集団活動や生活についての 

知識・理解 

 カルシウムの摂り方に関心をも

ち，意欲的に食習慣の改善に取り

組もうとしている。 

カルシウムのよりよい摂り方に

ついて考え，判断し，必要量を食

事で摂取している。 

カルシウムが自分の成長期に必

要な栄養素だということを理解し

ている。 

 
（３）単元構想図（全 11 時間 内 特別活動２時間） 

時

数 
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主な学習の流れ 
評価 

児童の意識の流れ 5    10    15     20    25     30    35    40    45 

 

 
ア イ ウ 

 

１

２

３

４ 

 

    

   

・身長の伸び方は，人によって 

時期がそれぞれ違うんだ。 

・男子と女子は，体の変化が違 

うことが分かった。 

・元気に過ごすためには，「好 

き嫌いなく食べる」「運動す

る」「しっかり寝る」ことが

大事だと分かった。 

 

 

 

５ 

本 

時 

 

○学習の見通

しをもつ。 

 

○カルシウム

の働きにつ

いて知る。 

 

○自分の食事

を振り返る。 

 

 

〇「骨こつ貯

金」にむけて

意欲をもつ。 

 

 

 

  ○ 

・10 年間でこんなに成長した。 

・カルシウムを多く含む食品が

分かった。 

・元気な体をつくるために，成 

長期に必要な栄養素のカルシ

ウムを摂りたい。 

課

外 

 

 

   

 

 

○   

・カルシウムを含む食事を食べ 

て「骨こつ貯金」を増やした 

い。 

 

 

６ 

○一週間実践

した「骨こつ

貯金」を交流

する。 

○余分３兄弟

となかよし

栄養素につ

いて知る。 

〇身近な材料 

を使って「は 

なまるおや 

つ」を考え 

る。 

〇班ごとに考

えた中から

「スペシャ

ルはなまる

おやつ」を選

ぶ。 

 

 〇  

・余分３兄弟は，摂りすぎると 

いけないんだ。 

・ビタミンＤとなかよしだ。 

・カルシウムを多く含む「はな 

まるおやつ」を考えた。 

 

７ 

    

   

・バルバオの実を食べながら，

鳥たちはどんなことを考え

たのかな。 

・「食」と生命はつながりがあ

るんだ。 

 

 

 

８

９

10 

 

 

 

 

 

   

   

・成長の記録をまとめて，お家

の人にプレゼントしよう。 

・こんなに大きくなれたのは，

お家の人のおかげだ。感謝の

気持ちを伝えたい。 

・お家でも「はなまるおやつ」

を作ってみたい。 

    

 

11 

 

 

 

 

   

   

・健康な体をつくるために，ぼ

くらの考えた「はなまるおや

つ」を全校に紹介したい。 

 

 

 

 

つかむ 知る・考える つなげる 

道徳の時間「バルバオの木」３－（１） 

・受け継がれる生命のたくましさに感動し，生命あるも

のを大切にする心情を育てる。 

○「わたしの健康すくすく宣言」を基に「骨こつ貯金」を実施する。 

課題
意識

カ
ル
シ
ウ
ム
パ
ワ
ー
を
知
っ
て
、「
骨
こ
つ
貯
金
」
を
し
よ
う
。 

総合的な学習の時間「10 年間の成長」 

・１/２成人式に「スペシャルはなまるおやつ」をお家

の人と会食する。また，「健康すくすく巻物」を作成

する。 

国語「報告します，みんなの生活」 

・分かったことや考えたことを「はなまるおやつ新聞」

にまとめる。 

保健「育ちゆく体とわたし」 

・体がどのように成長し，変化していくのかを知り，

体をよりよく成長させるための生活のしかたを身に

付ける。 



２ 本時のデザイン 
（１）本時の目標（５時間／11 時間） 
  成長期に必要なカルシウムの働きを知り，自分の食事を振り返ることが

できる。（心身の健康）【知識・理解】 

 

 
（２）学習の展開 
 

展開 学習活動と予想される児童の姿 教師の手立て 
配慮を要する児童へ
の手立て（◎） 
評価（◇） 

 １ 赤ちゃんの手と自分の手の大きさ
を比べる。 
・赤ちゃんの手は小さいな。 
・10 年間でこんなに成長したんだな。 
 
２ 体の成長を支える骨の働きについ
て知る。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 骨の形成で大切なカルシウムの働
きについて知る。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ カルシウムが含まれている食品に 
ついて知る。 
・牛乳やヨーグルトは，カルシウム
が多いよね。 

 ・魚は多いね。 
 ・肉には少なかったよ。 
 
５ 自分の食事を振り返る。 
 ・わたしの食事には，カルシウムが

少ないな。 
・どうしたら，カルシウムがとれる
かな。 

 
 
 

・赤ちゃんの手に自分の手を重ね
て線を引かせることで，自分の
成長を視覚的に捉えさせる。 

  ［Ｔ１］ 
 
・資料「骨量の変化のグラフ」を
提示し，成長期に骨の量がふえ
ていくことに気付かせる。 

［Ｔ１］ 
 
 
 
 
 
 
 
・正しい知識を習得させるために，

栄養教諭がカルシウムの働きに
ついて専門的な知識を獲得さ
せ，実践意欲が高まるようにす
る。        ［Ｔ２］ 

・骨の模型を使って，カルシウム
の大切さを視覚的に提示するこ
とで，理解の定着を図る。 

    ［Ｔ１，Ｔ２］ 
・大人と子供の必要なカルシウム
量を比べることにより，成長期
にカルシウムがいかに大切かを
意識づける。  ［Ｔ１，Ｔ２］ 

 
・学校給食の献立の中から，カル
シウムが多く含まれている食品
クイズをすることで，自分の食
事を振り返るときの手掛かりと
なるようにする。［Ｔ１，Ｔ２］                                                                                    

 
          
・金のシールを貼って確かめるこ
とで，視覚的に振り返りができ
るようにする。 
       ［Ｔ１，Ｔ２］ 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎カルシウムを
含む食品が分
からない児童
は，板書のカ
ルシウム食品
を手掛かりと
す る よ う 促
す。 

 

つ
か
む 

 
知
る 

・ 

考
え
る 

カルシウムパワーを知って，「健康すくすく宣
せん

言」をしよう。 

カルシウムの働きと必要量 
・丈夫な骨や歯をつくる 

 ・１日 700ｍｇ必要 

骨の働き 
・体を支える 

 ・体を守る 
 ・カルシウムをたくわえる 

基礎力 

対応力 

人間力 



６ 本時の振り返りをする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 次時の見通しをもつ。 
 ・一週間「骨こつ貯金」をがんばる

ぞ。 
 ・毎日の食事で，カルシウムをしっ

かり摂りたいな。 
 

・これまでの自分の食事を振り返
り，学んだことが実践につなが
るような振り返りカードを工夫
する。       ［Ｔ１］                       

・「健康すくすく宣言」をすること
で，「骨こつ貯金」への意欲を高
めるようにする。  ［Ｔ１］ 

 
 
 
 
 
 
 
・児童が考えた「健康すくすく宣
言」を肯定的に評価することで，
実践意欲へとつなげるようにす
る。     ［Ｔ１，Ｔ２］ 

◇成長期に必要
なカルシウム
の 働 き を 知
り，自分の食
事を振り返る
こ と が で き
る。 

【ワークシート】 

 
（３）板書計画 

                                          

 

かみかみ大さくせん 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

つ
な
げ
る 

おおむね満足できる振り返り 

・自分の食事にはカルシウムが 

足りないことが分かった。 

 

【健康すくすく宣
せん

言①】 

・ぼくは，カルシウムを含んだ 

食品を摂って骨を丈夫にした

い。 

健こうすくすくプロジェクト 

カルシウムパワーを知って，「骨
こつ

こつ貯金」にチャレンジ！ 

 

 
ほねの成長には 
カルシウムが必要       

                                    

 

 

 

 

          

カルシウムパワーを知って，「健こうすくすく宣
せん

言」をしよう。 

・自分の食事にはカルシウム
が少ないことが分かった。 

・元気な体をつくるために，
カルシウムをとりたい。 

０歳の 
手のレン
トゲン 

カルシウムパワー 
①じょうぶなほねや歯を
つくる 

骨量のグラフ 

・だんだん上がって下がっている。 
・カルシウムは，ほねに貯金される。 

カルシウムが足りないと 

骨そしょうしょう 

 

 

乳製品の食品 

カード 

 

 

骨こつ貯金にチャレンジ！ 

 

 

10 歳の 
手のレン
トゲン 

大人の 
手 の レ
ン ト ゲ
ン 

大豆の食品 

カード 

 

 

小魚の食品 

カード 

 

 

野菜・海藻の 

食品カード 

 

 

１日の必要量 
 ７００ｍｇ 

学校給食の献立にカルシウ

ムを含む食品はあるかな？

見つけてみよう！ 

めあて 


